
課　名
指定
番号

事　　業　　名
第４四半期
担当課の評価

緑と公園課 1 国分寺市立黒鐘公園整備事業 計画どおり進行している。

公共施設マネジメント課 2 旧庁舎用地利活用事業 計画どおり進行している。

協働コミュニティ課 3 旧し尿処理施設用地及びストックヤード用地利活用事業 計画どおり進行している。

教育総務課 4
学校ＩＣＴ環境整備事業
（次世代教育系システムへのリプレース）

計画どおり進行している。

まちづくり計画課 5 地理情報システム（ＧＩＳ）導入・運用事業 計画どおり進行している。

令和７年度 　　　進行管理対象事業一覧表



様式第２号(第６条関係)

年 月 日

執行

令和 ７ 年度 事務事業進行管理・執行状況報告書

作成日

国分寺市事務事業進行管理規則第６条の規定により、執行状況を報告します。

課(室) 内線 3508緑と公園令和 31 建設環境

施策名
事　　業　　名

取組状況・成果

指定番号

７
22 公園・緑地整備

年度 ～
１

国分寺市立黒鐘公園整備事業

令和 ９ 年度計画事業年度 令和

課題

取組状況・成果

・補助金完了検査は、都からの通知
により受検する必要がある。
・令和８年度水遊び場整備工事につ
いて、用地買戻しから円滑に契約締
結を行うとともに、開園後に利用者
の駐輪場が不足している状況にある
ため、当工事に併せて対応を整理す
る必要がある。
・令和８、９年度の用地買戻し等に
補助金を活用していく必要がある。

担当課の評価 計画どおり進行している。

第
1
四
半
期

・整備工事における安全対策につい
て、池及び池周辺の整備内容を確定
する必要がある。
・工事中における公園内を通行する
利用者に対して、安全に通行できる
歩行者用通路を確保する必要があ
る。

令和８年１月30日　工事完了
令和８年２月12日　市検査員による竣工検査を受け、合格
令和８年２月26日　建設環境委員会にて現地視察
令和８年３月２日　午前10時に整備箇所の使用開始
補助金完了検査については、未対応。今後都からの通知により対応予定。
安心して公園を利用していただくため、使用開始前に既存樹木のせん定等
を行い、使用開始後は、当面の間、利用状況等を確認するため、職員によ
る巡回を行った。また、オープン初日は、複数の保育園等の園児が開園を
待っており、親子連れを含めて40人程度の利用があった。

課題

・設計図書の内容を現場状況に合わ
せて変更する必要がある。

課題

政策経
営課
記入欄

※　作成者→所管部長(部の取りまとめ)→政策経営課(整理)→政策部長(調整)→市長

計画的な執行の視点から（執行計画書の進行状況を踏まえて）

　インクルーシブな遊具等の整備工事が順調に完了し、令和７年度整備エリアの使用が開始されるなど、おお
むね計画どおり進行することができた。令和８年度は、水遊び場の整備に向けた用地買戻しと工事に係る契約
手続が円滑に進むよう、関係課と連携・調整を図ること。また、公園利用者用駐輪場の不足等の課題について
は、利用状況を適宜確認しながら対応していく必要がある。

執
行
状
況

第
３
四
半
期

課題

第
４
四
半
期

第
２
四
半
期

10月31日　工事の設計変更通知
11月11日　整備工事仮変更契約締結
12月18日　令和７年第４回市議会定例会にて議決、同日、整備工事変更契
約締結
現場工事が年末年始のため12月27日～１月４日が休工となり、その間は巡
回警備実施する。
工事は、予定どおり進んでおり、トイレはおおむね完成し、引き続き仕上
げ工事、園路工事、池周辺の工事を行っている。

・工事完了に向け、天候等を踏まえ
工程管理を行う必要がある。
・工事完了後、市への引継ぎまでの
間について、公園利用者に対して、
使用禁止の周知及び立入り禁止措置
を行う必要がある。

担当課の評価

部３８

取組状況・成果
担当課の評価

計画どおり進行している。

担当課の評価 計画どおり進行している。

７月12日　工事説明会開催（参加者３名）
・工事現場進捗状況
７月14日　工事現場着手
８月１日　仮設工完了
８月26日　雨水貯留浸透層完了
９月２日　撤去工・伐採工・撤去物の搬出含めて完了
７月に池及び池周辺の整備内容について整理した。また、工事中における
歩行者用仮通路も確保した。工事の進捗は予定通り進んでおり、現在は、
遊具工事、トイレ工事に着手している。

計画どおり進行している。

取組状況・成果

４月１日 国費・都費補助金申請
４月２日 黒鐘公園整備工事契約の起工
４月９日 公園用地の一部買戻しのための契約締結（市・国分寺市土地開
発公社間）
４月17日 一部買戻し用地の登記完了
４月25日 整備工事仮契約締結
６月５日 令和７年第２回市議会定例会にて議決、同日、整備工事本契約
締結（工期：令和７年６月６日から令和８年１月30日まで）
なお、工事説明会については、７月12日に開催することとした。



年 月 日 部３８

取組状況・成果
担当課の評価

計画どおり進行している。

担当課の評価 計画どおり進行している。

・プロポーザル参加者に対し、十分な意思疎通を図り本事業趣旨への理解を深めるため個別対話
を実施した。その際の質疑事項に対し、公平・公正に留意し各グループに回答した。
・正副審査委員長より意見聴取を行い、技術提案評価採点表の作成を行った。
・プロポーザル参加者から技術提案書を受領した。また、10月末の技術提案審査を厳正に実施す
るため、審査委員への事前説明や提案内容比較表などの審査補助資料準備に着手した。
・複合公共施設運用に関する基本的な考え方（案）をとりまとめ、パブリック・コメント実施に
向けた準備を完了した。
・第三小学校の社会科授業の成果発表会に参加し、意見・提案を受けた。
・ＣＭ業務委託については、優先交渉権者と仕様書等の協議を行い、８月１日に契約を締結し
た。契約締結後、全体工程表や業務計画書の作成、運用検討分科会の開催など民間事業者選定に
先立ち各種準備や調整業務に着手している。
・社会資本整備総合交付金について都と調整の上、令和７年度分の交付申請に着手した。
・旧庁舎解体工事では、旧第２庁舎の上屋解体を完了し、旧第１・３庁舎の解体に着手してい
る。

計画どおり進行している。

取組状況・成果

・公開したプロポーザル実施要領等において、参加を検討する事業者からの質疑（約400問）を
受け、その回答を行った。
・参加表明事業者に対し、参加資格審査を行い結果を通知した。
・専門部会において関係課から出た意見を踏まえ、旧庁舎用地複合公共施設の「運用に関する基
本的な考え方（素案）」を作成している。また、その一環として市民等の意見収集を行うため、
オープンハウス（３日間開催、シールアンケート回答者数86名）やＷＥＢアンケート（回答者
数：一般52名、小学４～６年生495名、中学１～３年生543名）を開催し、今後実施するパブリッ
ク・コメントへ向けた準備を進めた。
・令和８年度国庫補助概算要望において、年度ごとの事業費調整、対象経費の積算修正を反映さ
せる計画変更手続を行った。
・ＣＭ業務委託について、事業者選定を進め優先交渉権者を決定した。
・旧庁舎等解体工事では、旧第４、５庁舎エリアの解体を完了した。

政策経
営課
記入欄

※　作成者→所管部長(部の取りまとめ)→政策経営課(整理)→政策部長(調整)→市長

計画的な執行の視点から（執行計画書の進行状況を踏まえて）

　複合公共施設に関する市民からの意見収集及び反映を丁寧に進め、運用に関する基本的な考え方を決定し、
優先交渉権者と設計施工一括工事請負契約を締結するなど、計画通りに進行することができた。令和８年度
は、設計業務の完了に向けた進捗管理を進めていくとともに、細部の運用において漏れのないよう、関係各課
と緊密に連携し、設計に反映させていく必要がある。

執
行
状
況

第
３
四
半
期

課題

第
４
四
半
期

第
２
四
半
期

・10月27日の第３回事業者選定審査委員会において、技術提案審査を実施し、優先交渉権者を選
定した。その後ＨＰや市報掲載等により優先交渉権者決定を周知し、11月上旬には本プロポーザ
ルにおける経過や審査講評等を詳細に記載した「審査結果報告書」を公表した。
・優先交渉権者やＣＭ業者等による関係者間打合せを定期的に開催し、契約締結に向けた協議を
進めており、基本協定書や契約約款等関係書類の最終確認を行っている。
・10月１日～31日に「運用に関する基本的な考え方」のパブリック・コメントを実施し、その期
間中に市民説明会を２回開催した。その結果、66人からの意見が提出された。
・第一中学校の国分寺学の授業において、「公共施設を中心としたまちづくり」について授業を
行い、複合公共施設に関するアイデアをもらった。
・社会資本整備総合交付金については、都の補助担当との協議調整を適宜行いながら、令和８年
度分の本要望や、令和７年度の出来高検査に向けた内容確認や事前協議を行った。
・旧庁舎解体工事では、旧第１、第３庁舎の上屋解体を完了し、基礎の解体に着手している。

・基本協定及びＤＢ契約の締結に向け、
本事業の主旨目的を確実に達成する契約
とするため、技術提案で示された内容を
多面的かつ詳細に検証し、水準等が十分
に満たさるべく契約関連図書に反映して
いく必要がある。
・パブリック・コメントでは、多くの意
見が寄せられたことから、市の考え方を
明確に示していくとともに、今後の運用
検討へに生かしていく。

担当課の評価

取組状況・成果

・複合公共施設については、令和８年度
中の設計業務完了に向け、進捗管理を行
うと共に、運用面の細部検討を速やかに
進め、設計に確実に反映させていく必要
がある。また、提案時からの変更及び調
整事項は、費用面においても都度精査を
行っていく必要がある。
・恋ヶ窪周辺の住民や関係者に向けた企
画提案内容の説明や、意見交換の場を確
保し、地元を含め意識醸成を図りながら
事業を進めていく必要がある。

担当課の評価 計画どおり進行している。

第
1
四
半
期

・公平性・透明性に留意しつつ、参加表
明のあった事業者が本事業の主旨に合致
した良質な提案を検討できるよう、過不
足のない情報提供を目指して事前準備を
入念に行い、意義のある個別対話を実施
する必要がある。
・交付金関連業務においては、事業者決
定や交付決定などの関連スケジュール管
理のもと、申請・調整等を確実に行って
いく必要がある。

・基本協定書、契約約款等の協議及び最終調整を完了し、１月26日に基本協定を締結。また同日
に複合公共施設DBの仮契約を締結した。１月の閉会中特別委員会にて提案内容を示し、その後、
令和８年第一回定例会に議案を上程し、２月20日に本契約となった。
・「運用に関する基本的な考え方」のパブリック・コメント結果を踏まえ、１月に本考え方を決
定した。また、２月２月から３月６日までパブコメ結果の公表を行った。
・２月27日、28日に企画提案お披露目会を開催し、２日間で114名に参加をいただいた。併せ
て、当日資料に音声を加えたものを市HP・youtubeに掲載した。
・CM定例会議での事業の進捗管理や課題整理を行い、担当課係長の分科会や事業者との設計定例
会議を実施し、設計の詳細検討を進めている。
・社会資本整備総合交付金については、令和8年度の本要望を完了するとともに、令和７年度業
務の設計業務成果品をとりまとめ、３月13日に完了検査を受験した。
・旧庁舎解体工事では、旧第３庁舎及び書庫棟の基礎解体や杭撤去を完了し、旧本庁舎地下躯体
の解体に着手している。

課題

・技術提案審査において、公平・透明な
審査を行っていただくため、要求水準に
対する提案書の精査や、審査の補助とな
る資料の準備を入念に行い、審査委員に
情報を正確に伝える必要がある。
・運用検討面においては、パブリック・
コメント説明会に向け十分な準備をする
とともに、条例整備のための事前検討に
早期に着手していく必要がある。

課題

施策名
事　　業　　名

取組状況・成果

指定番号

５

29 公共施設マネジメン
ト年度 ～

２
旧庁舎用地利活用事業

令和 10 年度計画事業年度 令和

課題

作成日

国分寺市事務事業進行管理規則第６条の規定により、執行状況を報告します。

課(室) 内線 4302公共施設マネジメント令和 31 政策

執行
様式第２号(第６条関係)

令和 ７ 年度 事務事業進行管理・執行状況報告書



年 月 日 部３８

取組状況・成果
担当課の評価

計画どおり進行している。

担当課の評価 計画どおり進行している。

令和７年７月４日に、旧し尿処理施設用地買戻しのため土地売買契約を締
結するとともに、８月29日に支払いを行い、協働コミュニティ課への所管
替えを完了した。
令和７年７月23日には、新もとまちプラザ建設に係る実施設計業務委託の
契約を締結した。継続的に新施設の打合せを実施し、次年度当初予算に計
上する項目（文化財調査費）について、協議を進めていく。
第３回定例会にてストックヤード解体工事費の予算が可決され、今後、担
当課において解体に向けて事務を進めていく。

計画どおり進行している。

取組状況・成果

第２回定例会に、実施設計業務委託費及び用地買戻し費用の不足分を補正
予算に計上し、議決をいただいた。
関係各課との調整を行い、実施設計業務委託契約に向けて正副市長・教育
長のレクを行い、契約締結依頼を行った。
８月に予定している旧し尿処理施設用地買戻しに向けて、財産価格審議会
に議案を提出して、承認をいただいた。

政策経
営課
記入欄

※　作成者→所管部長(部の取りまとめ)→政策経営課(整理)→政策部長(調整)→市長

計画的な執行の視点から（執行計画書の進行状況を踏まえて）

　新もとまちプラザの建設は、平面図等の理事者確認を終えるとともに、ストックヤードの解体工事が完了す
るなど、計画通りに進行することができた。令和８年度は、円滑に文化財発掘調査等を実施できるよう、ふる
さと文化財課と連携を図ること。あわせて、新施設の建設費用の積算等を進めていく必要があることから、建
設事業者のスケジュール確保などの不確定要素を考慮しつつ、関係各課との調整や手続等を進めていく必要が
ある。

執
行
状
況

第
３
四
半
期

課題

第
４
四
半
期

第
２
四
半
期

令和７年10月に、公共マネジメント課から基本設計に代わる基本プランが示さ
れ、10月27日の市議会総務委員会において、新もとまちプラザの機能の配置イ
メージ等に関する報告を行った。
12月５日、６日には、高齢福祉課と共に、もとまちプラザにて地域住民説明会
を開催し、合計で25人の方に参加していただいた。
ふるさと文化財課と調整して、文化財発掘調査業務委託料を当初予算に計上し
た。引き続き、実施設計業務委託完了に向けて、協議・調整を進めていく。
ストックヤード解体工事は、契約手続が完了し、令和８年３月上旬に完了予定
である。

・ストックヤード用地の境界確定を
行う必要があり、事業スケジュール
への影響が懸念される。

担当課の評価

取組状況・成果

・新もとまちプラザの建設工事には
支障をきたさないと見込まれるもの
の、ストックヤード用地の境界確定
を行う必要があり、事業スケジュー
ルへの影響が懸念される。

担当課の評価 計画どおり進行している。

第
1
四
半
期

・新施設が３階建から２階建に変更
となり、建床面積が増えたことによ
る遺跡発掘調査面積が増え、工事期
間や費用面への影響が懸念される。
・ストックヤード用地の境界確定を
行う必要があり、事業スケジュール
への影響が懸念される。
・本事業に直接影響はないが、遺跡
発掘された瓦等の保管について整理
が必要と感じる。

　基本プランに基づき実施設計が進められ、令和８年１月末に公共マネジ
メント課から平面図、敷地図が示されたことから、２月９日に正副市長、
教育長に報告を行い、おおむね了解を得ている。
　４月の閉会中の総務委員会に、進捗状況により、平面図・敷地図・パー
ス（外観図）などの報告を予定している。引き続き、関係各課と調整を行
いながら、実施設計完了に向け、建設費の積算等を進めていく。
　ストックヤード解体工事は、令和８年３月上旬に完了した。また、文化
財発掘調査業務委託の契約に向けて、調整を行っている。

課題

・ストックヤード用地の境界確定を
行う必要があり、事業スケジュール
への影響が懸念される。
・本事業に直接影響はないが、遺跡
発掘された瓦等の保管について整理
が必要と感じる。

課題

施策名
事　　業　　名

取組状況・成果

指定番号

５
10 地域連携

年度 ～
３

旧し尿処理施設用地及びストックヤード用地利活用事業

令和 10 年度計画事業年度 令和

課題

作成日

国分寺市事務事業進行管理規則第６条の規定により、執行状況を報告します。

課(室) 内線 1301協働コミュニティ令和 31 市民生活

執行
様式第２号(第６条関係)

令和 ７ 年度 事務事業進行管理・執行状況報告書



年 月 日 部３８

取組状況・成果
担当課の評価

計画どおり進行している。

担当課の評価 計画どおり進行している。

　次世代教育系システム導入・運用業務委託については、教育委員会内の
各業務主管課とも連携して、システム構築に向けた設計作業を進めてい
る。また環境構築として、ネットワークの新規敷設及び動作確認を進めて
いる。
　ＧＩＧＡスクールタブレットの共同調達については、受託事業者により
納品に向けて準備を進めている。

計画どおり進行している。

取組状況・成果

　次世代教育系システム導入・運用業務委託については、教育委員会内の
各業務主管課とも連携して、システム構築に向けた設計作業を進めてい
る。また環境構築に向けて、ネットワーク敷設対象拠点の現地調査と機器
の手配を実施した。
　ＧＩＧＡスクールタブレットの共同調達については、東京都ＧＩＧＡス
クール推進協議会による企画提案審査委員会を経て選定された事業者と令
和７年６月に契約を締結した。令和７年10月に納品を予定している。

政策経
営課
記入欄

※　作成者→所管部長(部の取りまとめ)→政策経営課(整理)→政策部長(調整)→市長

計画的な執行の視点から（執行計画書の進行状況を踏まえて）

　システム移行に伴う新旧業務委託事業者間の引継ぎや、次期システムの動作テストも遅滞なく完了し、計画
どおり進行することができた。令和８年度は、教職員の人事異動も踏まえたオンライン研修やフォローアップ
対応等を行うこと。また、国による制度変更の可能性も考慮しながら、引き続き情報収集と運用保守に取り組
んでいく必要がある。

執
行
状
況

第
３
四
半
期

課題

第
４
四
半
期

第
２
四
半
期

　次世代教育系システム導入・運用業務委託については、現行システムの
データ移行に係るテストを完了させ、本番データ移行着手への準備が整っ
ている。また、ＮＷ工事の先行着手校へのＮＷ敷設と動作確認を完了し、
その他の拠点への着手準備が整っている。さらに、業務システムについて
は、構築を完了したものから動作確認テストを進めている。
　ＧＩＧＡスクールタブレットの共同調達については、タブレット調達事
業者による納品が完了し、次期システム構築事業者とも連携しながら学校
展開に向けて初期セットアップを開始した。

課題となる事項はない。

担当課の評価

取組状況・成果

課題となる事項はない。

担当課の評価 計画どおり進行している。

第
1
四
半
期

課題となる事項はない。

　次世代教育系システム導入・運用業務委託については、現行システムの
各種データ移行、事業者間引継ぎ、次期システムの開発・動作テスト（事
業者/利用者）・操作研修が完了し、遅滞なく次期システム本稼働の準備
が完了した。
　ＧＩＧＡスクールタブレットの共同調達については、タブレット調達事
業者より納品を受けた端末を次期システム構築事業者がキッティングし、
これを当該事業者と連携を図りながら各校への配備が完了した。

課題

課題となる事項はない。

課題

施策名
事　　業　　名

取組状況・成果

指定番号

７
05 教育環境整備

年度 ～
４

学校ＩＣＴ環境整備事業
（次世代教育系システムへのリプレース）

令和 12 年度計画事業年度 令和

課題

作成日

国分寺市事務事業進行管理規則第６条の規定により、執行状況を報告します。

課(室) 内線 2918教育総務令和 31 教育

執行
様式第２号(第６条関係)

令和 ７ 年度 事務事業進行管理・執行状況報告書



年 月 日

執行
様式第２号(第６条関係)

令和 ７ 年度 事務事業進行管理・執行状況報告書

作成日

国分寺市事務事業進行管理規則第６条の規定により、執行状況を報告します。

課(室) 内線 3109まちづくり計画令和 31 まちづくり

施策名
事　　業　　名

取組状況・成果

指定番号

７
27 デジタル化推進

年度 ～
５

地理情報システム（ＧＩＳ）導入・運用事業

令和 12 年度計画事業年度 令和

課題

取組状況・成果

・来年度は、統合型ＧＩＳの利用部
署を更に拡大し、横断的に地理情報
を活用していくため、庁内へ適切に
周知・研修等を行っていく必要があ
る。
・来年度は、公開型ＧＩＳに掲載す
る情報を増やすため、地理情報を持
つ関係課と適切に調整を行う必要が
ある。

担当課の評価 計画どおり進行している。

第
1
四
半
期

・優先交渉権者との契約締結に向け
た仕様等の最終調整を行う必要があ
る。
・システム構築を円滑に行うことが
できるよう、関係課及び委託事業者
と常に情報共有を図る必要がある。
・スケジュール管理の徹底を継続す
る必要がある。

・本格運用に当たって、専門アドバイザーから公開型ＧＩＳの周知方法や
今後の課題などに関して助言をいただいた。
・公開型ＧＩＳ「わがまちマップ国分寺」の運用を開始し、ホームページ
にお知らせした。また、統合型ＧＩＳの運用を開始した。
・まちづくり計画課や建築指導課等に、公開型ＧＩＳの窓口端末を設置
し、来庁者自身が必要な情報を取得できる環境を整備した。
・本システムに係る補助金の完了実績報告に向けた最終調整を行った。

課題

・テスト運用の開始に向けて、関係
課、委託事業者と連携を図り、スケ
ジュールの管理及び検討事項の管理
を適切に行う必要がある。

課題

政策経
営課
記入欄

※　作成者→所管部長(部の取りまとめ)→政策経営課(整理)→政策部長(調整)→市長

計画的な執行の視点から（執行計画書の進行状況を踏まえて）

　地理情報システム（ＧＩＳ）の導入・運用に向けたテストや庁内検討等が行われ、順調にシステムが稼働す
るなど、計画どおり進行することができた。令和８年度は、「行かない窓口」、「待たない窓口」による市
民・事業者等の利便性の向上と職員の業務効率化につなげるため、引き続き委託事業者や関係課と連携しなが
ら、公開型・統合型共に更なる拡充を図っていく必要がある。

執
行
状
況

第
３
四
半
期

課題

第
４
四
半
期

第
２
四
半
期

・公開型ＧＩＳ及び統合型ＧＩＳのテスト運用を開始した。
・テスト運用に際して、搭載データの確認を開始した。
・統合型ＧＩＳのテスト運用に際して、関係課向け操作研修会を全３回
行った。また、全庁向けＧＩＳ説明会を全２回行った。
・次年度の運用保守契約の予算要求を行った。
・窓口端末、周辺機器等の調達を行うための調整を開始した。
・統合型ＧＩＳで窓口対応を行うためのネットワーク回線工事を行った。

・本稼働の開始に向けて、関係課、
委託事業者と連携を図り、スケ
ジュールの管理及び検討事項の管理
を適切に行う必要がある。

担当課の評価

部３８

取組状況・成果
担当課の評価

計画どおり進行している。

担当課の評価 計画どおり進行している。

・優先交渉権者と業務委託契約を締結し、システムの構築を開始した。
・庁内検討会を実施し、関係課とシステム構築に当たっての検討事項を協
議した。
・運用の検討に当っては、システム評価委員会から第三者機関である
GovTech東京による定期的な提言・評価に手法を変更するとともに、これ
を踏まえてサービスの質やユーザー満足度の向上・改善を行っていくた
め、専門アドバイザー派遣の手続を行った。
・公開型ＧＩＳのトップページのデザインや、名称などを庁内調整を経
て、決定した。

計画どおり進行している。

取組状況・成果

・審査会にて、公募型プロポーザル実施要領等の審議を行った。
・競争入札業者選定委員会にて、公募型プロポーザル実施要領等の審議を
行った。
・公募型プロポーザルの公告を行い、企画提案の受付を行った。
・４社の企画提案に対し、第一次審査（書類）、第二次審査（プレゼン
テーション等）を行い、審査会での審議の結果、優先交渉権者を選定し
た。


